
兵庫県立大学第３期中期計画

（平成22年度～24年度）概要

「社会貢献」の積極的な展開 〔30項目：新規２、継続15、修正13〕

社会貢献は公立大学としての使命の大きな柱であり、また教員と職員が協働して推進することが最もふさ
わしい分野であることから、産学連携・生涯学習・国際交流の各全学センターが中心となり、一層の大学の
知的資産の地域還元、魅力ある公開講座等の提供、活発な国際交流を展開する。

〔地域社会との交流・連携〕

・シンクタンク機能の発揮による地域課題解決の推進

・地域連携のための企画・立案、部局間の調整等を行う「地域連携センター(仮称)」のあり方検討

新・環境と人間の共生に関する知的資源を発信し、地域連携を行う「環境ｺﾐｭﾆﾃｨ連携ｾﾝﾀｰ（仮称）」の設置

〔生涯学習の支援〕

・社会人のリカレント教育や高度な教養教育等県民のニーズに応える多様な生涯学習機会の提供

・各学部等の専門分野が連携融合した公開講座の企画・実施

〔地域産業との交流・連携〕

・中小企業の創業・第二創業の支援や専門知識を生かした技術相談・指導などによる研究成果の還元

・インキュベーションセンター等の活用による次世代産業の育成支援

新・ニュースバル産業用ビームラインを活用したものづくり産業基盤の支援

〔国際交流の推進〕

・海外大学等との学術交流協定やHUMAPの有効活用による共同研究や海外インターンシップの実施

・学術交流協定締結大学との連携推進と交流事業の多様化

基本目標 ○教育の成果を誇り得る人間性豊かな大学

基本目標 ○先導的・独創的な研究を行う個性豊かな大学

基本目標 ○世界に開かれ、地域とともに発展する夢豊かな大学

「教育」の一層の充実・強化 〔83項目：新規10、継続38、修正35〕

幅広い教養や専門知識・技術を含めた課題探求能力とグローバルリテラシーを備え、地域や国際社会で活
躍できる創造性と自律性を有する人材を育成する。

〔教育体制・内容の充実〕

・東西共通教育の統一カリキュラム編成等共通教育の一体化の推進等

・単位認定等の厳正化、ＧＰＡ制度・ＣＡＰ制度の導入

・英語力向上のための少人数教育の徹底、英語教育の客観的評価及びＥＳＰの導入

・全県キャンパス構想の展開等教養科目の充実及び学生の選択幅を広げるためのカリキュラムの設定

新・国際的な企業等で活躍できる人材を育成する「国際エコノミストコース(仮称)」の開設(平成 23年度)

新・地域に根ざした実践的教育を展開する大学院経済学研究科「地域公共政策専攻（仮称）」の開設

（平成23年度）

新・経営学部と専門職大学院の５年一貫教育及び多様な連携先との協力による高度専門職業人の育成

新・高度化・複雑化する医療に対応するための大学院看護学研究科のコースの改編・新設

新・米国カーネギーメロン大学と大学院応用情報科学研究科との「ダブルディグリープログラム」の開設

（平成23年度）による社会情報システムに関する高度な能力を備えた人材の育成

新・多様な分野を融合した地域環境マネジメントに関わる人材を育成するための独立大学院構想の検討

新・次世代スーパーコンピュータを活用した大学院「先端計算科学研究科(仮称)」の開設(平成23年度)

新・阪神・淡路大震災の経験と教訓を生かした専門教育の検討

〔学生の受入と支援〕

・｢学生生活実態調査｣の定期的実施及び事務部と教員が密接に連携した学生指導・支援

・就職情報の提供等の全学的な対応を行う「就職支援センター（仮称）」設置の検討

〔積極的な大学教育改革の推進〕

・政策課題等に対応した先進的な教育改革プログラムの開発

・教育開発センターを中心とする全学的なＦＤの推進

「研究」のさらなる発展・高度化 〔29項目：新規４、継続11、修正14〕

SPring-8 など県内の高度な研究基盤や地域特性を活かした先導的・創造的な研究を、様々な分野の研究機関
等との連携の中で進め、最先端の知識と技術の蓄積と社会への還元を行う。

〔研究体制の充実・強化〕

・「ピコバイオロジー研究所」の充実強化によるグローバルＣＯＥプログラムの推進

新・計算科学分野における人材育成や共同研究等を行う大学連携拠点の形成

新・「ナノ・マイクロ構造科学研究ｾﾝﾀｰ（仮称）」の創設（平成23年度）による超微細加工技術の高度化

新・経済経営研究所の「政策科学研究所(仮称)」への改組(平成 22年度)による政策提言機能の強化

〔研究の高度化と共同研究の推進〕

・ポスト・グローバルＣＯＥの採択を視野に入れた国際的に卓越した教育研究拠点への取組推進

・コウノトリ野生復帰など兵庫県の特性を踏まえた地域課題や県民ニーズに対処する研究の推進

・産学官共同研究の中核拠点としての機能の充実及びｲﾝｷｭﾍﾞｰｼｮﾝｾﾝﾀｰの活用による共同研究の推進

・他大学やSPring-８等との連携による最先端の知識や技術の蓄積と地域への還元

・競争的研究資金の獲得を図るための戦略的な研究体制の構築及び公募型研究事業への積極的な申請 

   ・「産学連携センター」のコーディネーターを中心とした情報発信と更なる外部資金の受入推進 

   ・総合的な教員評価に基づく研究費の重点配分制度の検討 

   ・「地域ケア開発研究所附属バースセンター（仮称）」の設立検討 

 〔研究成果の公表と社会への還元〕 

   ・「研究者データベース」の内容充実と効果的・効率的な活用体制の構築 

  新・国際機関との連携による災害看護教育・研究成果を発信できる体制の強化 

   ・セミナー・シンポジウム等による研究成果の社会還元及び公開・発信 

自主的・自律的な「管理運営体制」の確立 〔46項目：新規２、継続22、修正22〕 

  学長のリーダーシップの下、大学の自主性･自律性を確保しつつ、責任ある大学運営を戦略的･機動的に行い、

県立大学の総合力を発揮できる全学的運営システムの充実を図る。 

 

 〔戦略的・機動的な大学運営の推進〕 

   ・運営協議会やマスコミ等との懇談会を通じた社会の意見の大学運営への反映 

   ・各学部等の個性・特色の明確化と広報の充実による大学知名度の向上 

 〔教育研究環境の整備〕 

   ・災害等の緊急時に迅速かつ的確な対応を行う危機管理体制の強化 

   ・セクシュアル・ハラスメントやアカデミック・ハラスメント等の意識向上と防止 

  新・研究機能の充実強化のため、共同研究における間接経費制度を検討 

 〔柔軟で多様な教員人事制度の構築〕 

   ・任期制の適切な運用と任期制適用教員の範囲拡大の検討 

   ・教員評価を踏まえた柔軟な処遇のあり方検討 

   ・女性研究者の積極的な登用など男女共同参画の推進 

 〔点検・評価と情報の公開〕 

   ・中期計画の評価や認証評価への適切な対応及びPDCAサイクルの確立 

   ・ホームページや積極的な記者発表による広報の充実 

第３期中期計画作成の基本的視点 

①「県が定める基本的な方針」に基づく体系化と推進方策の反映 
②第２期中期計画に係る評価結果や認証評価結果の反映 
③社会的ニーズ等を踏まえた県立大学の新たな展開への対応 
④学外有識者等からの提案・意見の反映 

〔188項目：新規18、継続86、修正84〕 
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評価の進め方について（案）

大学評価は、大学自らによる自己点検・評価を基に、より透明性の高い第三者評価

を実施し、その評価結果を教育研究等の改善に反映させるものである。

兵庫県立大学では、学校教育法の規定により、必要とされる教育研究水準を満たし

ているか評価する認証評価に加え、「兵庫県立大学評価委員会」による第三者評価を

実施している。

１ 兵庫県立大学評価委員会の位置づけ

兵庫県立大学は現在法人化していないが、大学法人制度のうち、大学の活性化に

繋がると考えられるものについては、その考え方の導入を図っている。

その一環として、学内に自己評価委員会を設置し、自己点検・評価を行うととも

に、大学の中期計画の実績を評価し、今後の大学の計画的な運営に資するため、第

三者評価機関である知事の附属機関「兵庫県立大学評価委員会」が設置され、その

業務実績を評価している。

＜参考：認証評価機関による評価＞

大学は、教育研究等の総合的な状況について、文部科学大臣の認証を受けた機関による

評価（認証評価）を受けることとされており（学校教育法第 109 条）、評価機関は、教育

研究の実施体制、教育の成果、財務等大学として必要とされる水準（大学評価基準）に適

合しているか否かを評価し、公表する。

評価は 7年以内ごとに受ける必要があり、県立大学は平成 21 年度に受けている。

設置

報告

兵庫県立大学評価委員会

（知事の附属機関）

兵庫県知事

（設置者）

(独)大学評価・学位授与機構

（認証評価機関）

兵 庫 県 立 大 学

兵庫県立大学自己評価委員会

（大学内部委員会）

中期計画の策定

基本方針の通知

業務実績を評価

（計画期間ごと）

必要とされる水準にある

かを評価（７年以内ごと）
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２ 評価の流れ

評価委員会による評価は、県立大学が第３期中期計画（H22.4.1～H25.3.31）の

実施項目ごとに点検した自己点検・評価結果に基づいて行うことを基本とする。

３ 評価の対象

第３期中期計画（H22.4.1～H25.3.31）に基づく３年間を評価の対象とする。

４ 評価の具体的方法

（１）大学による自己評価
大学は、平成 24 年８月を基準時点とし、計画に示された 188 の小項目ごとに

目標の達成状況を点検し、自己評価を行う。

ア）実施状況…取組みや活動内容を具体的に記述する。

イ）評価指数…中期計画に指標を設定している項目について、各年度の指標を

記載する（平成 24 年度については、4月 1日又は 8月 1日現在

の指標を記載する。）。

ウ）評価方法…達成度について、次の５段階により示す。

達成度 判断の目安・考え方

５
達成時期・内容において計画を上回って実施していると判

断される。

４ 計画のとおり推進中であると判断される。

３ 計画が遅れ気味であると判断される。

２
計画が大幅に遅れており、取組状況に改善すべきところが

あると判断される。

１ 計画に対する取組が行われていないと判断される。

なお、平成 23 年度には、第３期計画の中間時点である平成 23 年 9 月を基準時点と

し、推進状況について「計画どおり推進している＝○」、「計画どおり推進できてい

ない＝×」の２段階により中間評価を実施、公表している。

①

大学による

自己評価

②

評価委員会

による評価

③

評価結果の

報告・公表

ﾋｱﾘﾝｸﾞ 報告書作成

県立大学

反映
・業務運営の改善・

充実

・法人の中期目標・

中期計画への反映
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（２）評価委員会による評価
評価委員会は、大学の自己点検・評価結果の分析及び大学からのヒアリングを

もとに、専門的な立場から、項目別評価と全体評価を行う。

①項目別評価

平成22年度から平成24年度までの第３期中期計画について、４つの大項目（教

育・研究・社会貢献・管理運営）の達成状況を下表の５段階により評価するとと

もに、記述により概括する。

第３期中期計画に定める項目は多岐にわたることから、評価を効果的・効率的

に実施するため、第２期中期計画を評価する際に定めた評価の視点を参考に、計

画の目的達成に重要と考えられる視点を絞って議論し、評価する。

区分 達成度 判断の目安・考え方

Ｓ 特筆すべき進捗状況

達成時期・内容において、特に計画を

上回って実施されていると判断され

る。

Ａ 計画どおり
達成時期・内容において、計画どおり

実施されていると判断される。

Ｂ 概ね計画どおり
達成時期・内容において、概ね計画ど

おり実施されていると判断される。

Ｃ やや遅れている
達成時期・内容において、やや遅れて

いると判断される。

Ｄ 重大な改善事項あり
達成時期・内容において、特に重大な

改善事項がある。

②全体評価

項目別評価の結果を踏まえ、教育、研究、社会貢献など業務全体にわたる横断

的な観点から、大学の業務の実績について記述により評価する。

また、目標設定などの計画内容や今後の取組みについても必要に応じて意見を

付する。

５ 評価結果の報告、公表

全体評価、項目別評価についての評価結果報告書は、平成 25 年３月を目途に知事

へ提出し、知事はその結果を公表する。

評価結果については、平成 25 年度 4月に設立を予定している公立大学法人兵庫県

立大学の中期目標・中期計画に反映し、大学の業務運営の改善・充実及びその計画

的な運営に資する。
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兵庫県立大学評価委員会 評価の視点（案）

第３期中期計画の業務実績とともに、第２期評価で指摘された課題

への対応の検証も含めて評価を行う。

１【教育分野についての評価の視点】

１ ニーズの把握

・学生ニーズ等の把握に努めるとともに、社会情勢等も踏まえ教職員

が密接に連携し、充実した学生指導・支援を行う。部局長懇談会を

開催し、学生の意思等を教育改革の参考とする。

【視点】

・学生による授業評価を含め、学生の修学・就職支援のほか、学生生

活実態を含め、学生生活全般にわたるきめ細かい支援を行っている

か。

【参考：第２期中期計画業務実績評価】

項目：学生ニーズの把握

内容：学生や社会のニーズに応じた教育を展開するため、定期的な学

生生活実態調査の実施や卒業生・企業アンケート等の全学的な

実施を通じて、ニーズの的確な把握と調査結果の継続的な比較

に努め、改善策の検討・フォローアップを十分に行うことを期

待する。

２ 入学者の確保

・優秀な学生の確保を図るため、アドミッションポリシーを積極的に

周知するとともに、ホームページの充実や大学説明会、高校進路相

談会等を積極的に活用し、入試広報を充実する。

【視点】

(1) 意欲ある質の高い学生を確保するため、教育活動の目的、求める

学生像を明確にまとめた入学者受入方針（ｱﾄﾞﾐｯｼｮﾝﾎﾟﾘｼｰ）が定め

られているか。また、方針に沿った入学者選抜方法が適切に行わ

れているか。

(2) アドミッションポリシーの周知と入試広報に積極的に取り組んで

いるか。

(3) 入試結果や入学者動向を調査する等により、入試に係る取組の

改善が図られているか。

資料 ３
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３ 全学共通教育・専門教育などの充実

・総合大学のメリットを生かした全学共通教育の充実を図るとともに、

高度専門職業人の育成など社会ニーズに対応した専門教育を展開す

る。

・学術情報館の利用時間延長など自習環境の充実を図る。

【視点】

(1) 科目編成が、全学共通教育における教育目的を達成する上で適切

なものとなっているか。

(2) 社会のニーズに対応したカリキュラムが提供されているか。

(3) グローバル人材を育成するための取組が行われているか。

(4) 自主的学習環境が十分に整備されているか。

【参考：第２期中期計画業務実績評価】

国際化に対応した人材を育成するため、TOEIC を活用するなどして英

語教育の充実を図るとともに、海外留学の促進や優秀な留学生の受入

の拡大を期待する。

４ 学力の維持向上へのサポート

・組織的な履修指導を行うなど単位の実質化を図るとともに、基礎学

力不足の学生に対する補講、能力別講義等を実施し、あらかじめ明

示したｼﾗﾊﾞｽや進級・卒業要件に基づき認定を厳正に行う。

【視点】

(1) 履修モデルの提示や授業科目選択の際のガイダンスが適切に実

施されているか。

(2) 教育の目的に応じた成績評価基準や卒業認定基準を明確化・厳格化

しているか。

【参考：第２期中期計画業務実績評価】

・理工系学部の留年率は高い状況にあり、基礎学力不足の学生への支援

を図る必要がある。学生の理解度やニーズを踏まえた履修モデルの提

示などをきめ細かい学習指導により教育の質をさらに向上させる必

要がある。
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５ 留学生対策

・留学生に対する支援が適切に行われているか等を分析し、不十分な

ものについては対応を検討する。また、国際的な人的ネットワーク

形成のため、帰国外国人留学生や研究者に関するデータベースの構

築を検討する。

【視点】

(1) 特別な支援を行うことが必要と考えられる外国人留学生に対し、学

習支援・生活支援が適切に行われているか。

(2) 留学生の積極的な獲得に取り組んでいるか。

【参考：第２期中期計画業務実績評価】

項目：外国人留学生や研究者に関するデータベースの構築

内容：外国人留学生・研究者を積極的に受け入れることにより、大学を

活性化し、兵庫県立大学をアジアにおける中心的な教育・研究拠

点へと発展されたい。そのために、相談体制の充実などの支援に

努めるとともに、整備が遅れている留学生データベースを在籍中

の留学生から構築するなど早期に整備し、有効活用を検討された

い。

６ 就職対策

・就職情報の収集・提供、各種資格取得への取組に対してインセンテ

ィブを与えるしくみを検討するなど、学生のキャリア形成への支援

に取り組む。卒業生データベースの整備などネットワークの構築を

図る。 

【視点】

(1) 卒業（修了）時に学生が身につける学力・資質・能力について、就

職や進学等の実績から見て、教育の成果や効果が上がっているか。

(2) 就職など学生の進路について、全学的、組織的に支援する取組が行

われているか。

【参考：第２期中期計画業務実績評価】

項目：全学的・組織的な就職支援、卒業者データベースの構築

内容：就職支援については、キャリア形成や進路指導など、全学的・組

織的な支援策が十分とはいえず、今後、ガイダンスの定期的な開

催、「キャリアサポートセンター（仮称）」の設置など、より一層

の充実を図られたい。卒業者データベースは、ネットワークの活

用方法、整備手法を含め検討し、早期に構築されたい。
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７ 教育の質の向上・改善

・「教育開発センター」を中心に全学的なＦＤ（Faculty Development）

の推進を図る。

・教育の状況に関する定期的な自己点検・評価を行うとともに、先進

的な教育改革プログラムの開発・改善を進める。

・成績優秀な学生のインセンティブを高めるため、授業料減免等の学

生支援方策を検討する。

・適切な履修モデルを示し、専攻以外の分野を履修できる副専攻選択

制度の創設を検討する。

【視点】

(1) 教育の質の向上・改善に向けた取組が適切に行われているか。

(2) 大学教育充実のための外部資金獲得に積極的に取り組んでいるか。

【参考：第２期中期計画業務実績評価】

項目：教員の FD（Faculty Development）活動の充実

内容：ＦＤ活動については、実施内容・参加人数等から判断して充実

した活動が展開されているとはいえず、今後、教育開発センタ

ーを中心に、一層の取組強化と教育の改善への活用が望まれる。

大学の機能には、アカデミック機能とともに、社会が求める人

材を輩出する教育機能が重要であることから、学生にチャレン

ジ精神を植え付け、人間力を養成する教育に努められたい。
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２【研究分野についての評価の視点】

「研究」のさらなる発展・高度化

地域や大学の有する特色ある資源を生かし、研究体制の一層の充実

を図り、先導的・独創的な研究を推進する。

【視点】

(1) 国際的に卓越した研究拠点の形成や、地域課題に対応した研究を

推進しているか。

(2) 共同・受託研究の促進や競争的研究資金の獲得等、外部研究資金

の確保を図っているか。

(3) 研究成果を社会に還元し、研究業績を広く公開しているか。

【参考：第２期中期計画業務実績評価】

・全学的に研究推進に関する施策を企画・立案する組織体制の整備や

評価結果の研究費への重点配分制度の検討、研究業績を公開するた

めの研究者データベースの充実など、遅れている項目も認められた。

①研究者データーベースは、大学のシーズと地域等のニーズを結び

つける観点からも構築が必要であることから、早急に登録率 100％

を達成するとともに、定期的に情報を更新して効果的な運用が求

められる。

②各学部等の研究の相乗効果を発揮し、部局間連携や研究者間の活発

な情報交換により、総合大学の特長を活かした特色ある学際的研究

の一層の推進を期待する。

③Spring-８、ニュースバルなど先端研究基盤が集積した兵庫県の特

性を活かした特色ある研究に努めるとともに、国内外の優秀な研究

者との交流や他大学・研究機関との連携の推進を期待する。
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３【社会貢献分野についての評価の視点】

「社会貢献」の積極的な展開

地域とともに発展する県立大学として、生涯学習、産学連携、国際

交流等を全学的な体制で推進し、地域社会や国際社会への貢献を積

極的に展開する。

【視点】
(1) 地域社会・地域産業との交流・連携が図られているか。
(2) 大学の教育資源を活用し、県民の多様な生涯学習ニーズに応えて

いるか。
(3) 教員や学生の国際交流を促進する取り組みが行われているか。

４【管理運営分野についての評価の視点】

自主的・自律的な「管理運営体制」の確立

学長のリーダーシップの下で、大学の自主性･自律性を確保しつつ、

責任ある大学運営を戦略的･機動的に行い、県立大学の総合力を発揮

できる全学的運営システムの充実を図る。

【視点】
(1) 大学の目的を達成するための効果的な運営体制が整備され、機能

しているか。
(2) 教員組織の活動を活性化するための措置が講じられているか。
(3) 大学イメージの向上のため、積極的な広報活動が展開されている

か。













































区分 第３期計画の評価 法人設立に係る事務

第１回 １１月１６日（金） 教育・研究分野の評価

第２回 １２月１４日（金）
社会貢献、管理運営分野の
評価

業務方法書案・役員報酬基準
案の説明

中期目標・中期計画の素案説
明

区分

第２回 ６月

H25事業年度の業務実績評価（年度評価）の考え方

財務諸表の承認の考え方・利益処分の考え方

第３回 ２月

【６月議会での中期目標議決、中期計画の知事認可】

中期計画及びH25年度計画の説明

今後のスケジュール（案）

【平成24年度】 第３期兵庫県立大学評価委員会

【平成25年度】 兵庫県公立大学法人評価委員会

第１回 ４月

内 容

中期目標及び中期計画案の説明

【２月議会 地方独立行政法人法に基づく評価委員会設置の条例提案】

３月 評価報告書とりまとめ公表

資料 ５


